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屈折矯正⼿術の
問題点・注意点

⼤⿅哲郎（筑波⼤）

レーシック

• 正常な眼に対する⼿術なので，
成功率が⾼くて当たり前

• 極めて⾼い安全性が求められる
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レーシック

• ⾓膜を削る⼿術 → 元には戻らない
• 受ける患者が安易に考える傾向がある

–HP，パンフ等での勧誘，割引，紹介...
• 術後に何らかの症状がある患者は少なく

ない

レーシック術後1年での⾃覚症状 n=54

Kung JS, et al. J Refract Surg 2016;32:230-6

0~
10

点
評

価
の

平
均



2016/6/14

3

レーシック術後1年での⾃覚症状 n=54

Kung JS, et al. J Refract Surg 2016;32:230-6
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Sharma M, et al. J Refract Surg 2007;23:252-6

レーシック術後の愁訴の内訳
他院から紹介されてきた患者を後ろ向きに解析
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レーシックホットライン

• 平成25年12⽉から平成28年5⽉まで
の間に，全国から合計263件の電話
相談が寄せられ，うち113件はレー
シック⼿術に問題がある可能性あり
として弁護団が継続相談・調査の依
頼を受けている
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問題点のまとめ
①⼤きな矯正量
②過矯正
③ドライアイ

抜粋
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ジオプトリー, Diopter (D)

• 屈折異常（近視，乱視，遠視）の
程度や，レンズの度数を表す単位

• 焦点距離（m）の逆数

近視の場合

• OD： 無限遠に焦点が合う
• 1D： 1mに焦点が合う
• 2D： 50cmに焦点が合う
• 6D： 17cmに焦点が合う
• 10D： 10cmに焦点が合う
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矯正量が多すぎると何が問題？

1. ⾓膜厚の問題
2. 術後視機能・光学特性の問題

1. ⾓膜厚の問題

⾓膜を多く削る

⾓膜が薄くなる

⾓膜拡張症 近視の戻り
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2. 視機能・光学特性の問題

⾓膜の形が⼤きく変わる

⾓膜の光学特性が悪化

視機能の低下
コントラスト感度

検査室での視⼒測定
• 完璧な照明下
• 100%コントラスト視⼒表

⽇常⽣活的には特殊な状況
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⽇常の視機能

低コントラスト 低照度

検査室
• 完璧な照明下
• 100%コントラスト視⼒表

様々な視⼒表を⽤いる
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空間周波数：変化
コントラスト：変

化

縞視標 低コントラスト視⼒ ⽂字コントラスト感度

空間周波数：変化
コントラスト：⼀

定

空間周波数：⼀定
コントラスト：変

化

100%コントラスト視⼒ コントラスト感度

⼀般的に...
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⾃賠責保険の後遺障害等級表

• 視機能に関しては視⼒のみ⾔及
• コントラスト感度に関する直接の
規定はない

過去の判例でのコントラスト感度

⼤阪地判平成10年9⽉28⽇・判時1682号78⾴
• RK⼿術後のコントラスト感度低下を障害とし

て認定

⼤阪地判平成14年8⽉28⽇・判タ1144号224⾴
• RK⼿術後のコントラスト感度低下に関して同

様の判断



2016/6/14

12

銀座眼科事件の損害賠償請求集団訴訟
（平成21年7⽉提訴）
• コントラスト感度の低下が後遺障害に

該当することを前提とした⾦額での訴
訟上の和解成⽴（平成24年7⽉）

20歳台男性 両眼レーシック

矯正量
右 10.92D， 左 10.88D+1.625D

視⼒
右 1.0裸眼，左 1.0裸眼
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正常範囲

右眼

左眼

コントラスト感度

問題点のまとめ
①⼤きな矯正量
②過矯正
③ドライアイ



2016/6/14

14

過矯正とは

• 近視を矯正し過ぎて，遠視になって
しまった状態

過矯正だと何が問題？

常に⽬に調節負荷が掛かった状態
（常にピント合わせをしている）

調節の筋⾁が疲れる

眼精疲労，頭痛
肩こり，吐き気...
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過矯正だと何が問題？

⽼視の症状が早く出やすい
40歳以降は注意

何故，過矯正になる？
• 術前に⼗分検査をしていない

– 調節⿇痺検査を省略
– 受診したその⽇に⼿術

• 過矯正の⽅が⾒かけの成績が良い

• 低矯正の⽅が⽇常⽣活に便利であるとの常識
が患者側に⾏き渡っていない
– ⾝の回りのものは軽度近視の⽅が⾒やすい
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過矯正は直せないのか？
• 過矯正を元に戻す遠視レーシックの

精度は低い
• 低矯正にしておいて，必要に応じて

追加矯正する⽅が精度は⾼く，問題
は少ない

問題点のまとめ
①⼤きな矯正量
②過矯正
③ドライアイ
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ドライアイ

• ドライアイの遷延化について説明さ
れていない

• HPでは⼀過性であると強調

保険診療上の問題点

• 屈折矯正⼿術は保険外診療
• ⼿術や術後合併症に関連した検査・

治療は⾃費
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